2006年12月18日(月)
社会理論と調査法

1 18日のグループワーク

いままで社会理論と調査法で習ったこと（因果関係の3原則・仮説の構築・疑似相関の発見・問いの見つけ方・研究とは・決定的実験・真理表・回帰分析・尺度構成）を自分の卒業研究にどのように生かすか、レポートする。グループ内でお互いの研究計画を5分で紹介しあう。そして、どんなところにこの講義での知識が生かせるか、グループで議論する。（A・Dコースの人こそ、ぜひ活用して欲しい。私たち新しい世代にしか思いつかないまたは新潟人だから思いつく、私たちの、私たちによる私たちのシステムを構築して欲しい）

　グループ分けはコースごとでお願いします。学年問わず、窓側がA・Dコースの方、

真ん中がBコースの方、通路側がCコースの方の集合場所とします。グループができましたら、空いている場所に移動して、グループワークを行なってください。
2 質問に対するコメント

Q．主成分分析の名前の付け方は自由なのか。

A．自由といって差し支えないと思います。回帰分析と違い、因子分析は解が一つに定まりません。見方を変えるために回転をかけることができます（ここでイルカショー。横ロール!!）。まさに“情報”です（私の手の中にあるコレは、見方によってカギにもなるし、武器にもなるし、神にもなる）。さらに解の求め方も何通りもあります（主成分分析・因子分析の主因子法や最尤法など）。自分の仮説検証に最適な尺度ができるような解の求め方、回転をかけることがむしろ重要です。

Q．D分野の卒論に、決定的実験は必要か。

　10月23日にお配りした苅谷（1997）の141－145ページをご欄ください。ステレオタイプ（当たり前のものの見方）から脱するのには（すなわち研究するには）、数字を使わない場合でも、因果関係を確定する見方（決定的実験に他ならない）は有効です。「世の中によくあるプログラムを自分でも作ってみた（つまり「勉強」）」で終わらないでください。何か新しい工夫をしよう。そして新しい工夫が自分の意図した効果があるのか、考えることは、まさに因果関係を問うているのです。ぜひプログラムを企画するとき、完成後、自分の意図したとおりの効果があるか、決定的実験（この人にプログラムの評価をしてもらった場合、このような回答が買いって来るはずだ等）を考えてください（システム学科のA・Dコース、B・Cコースの学生が協力して、システム構築の企画から、評価まで行なう共同研究を3年生ぐらいのときに行なうことが、できればいいのだけれども）。















